
⑤ 藻場分布主要海域における分布状況

藻場の面積も減少傾向にあり、 1970年代末から1990年代初めまでで3.1%消滅し
ている。

出典：環境省『第4回自然環境保全基礎調査「海域生物環境調査」（1994）』データより作成
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⑥ 海岸区分別延長の状況

日本の海岸線のうち、工作物が存在しない自然海岸は本土では５割を切っており、
人工海岸化が進行している。

第２回 第３回 第４回 第５回　注１
S53 S59 H5 H8

32,170.21 32,471.85 32,778.88 33,573.81

18,967.17 18,402.08 18,105.65 17,660.33

4,340.36 4,511.44 4,467.49 4,385.07

8,598.95 9,294.54 9,941.78 11,212.22

263.73 263.79 263.96 316.19

注１）兵庫県は未調査。そのため兵庫県データは第4回調査時のデータを使用。

全国

自然海岸

半自然海岸

人工海岸

河口部

出典：環境省『第5回自然環境保全基礎調査「海辺調査」（1998）』データより作成

⑦ 植生タイプ別国立・国定公園指定状況

国立・国定公園の配置特性を見ると、標高の高い奥山自然地域の自然植生やク
マ、カモシカ等の大型哺乳類の分布域や高山蝶など山岳部に特有の動植物の分
布域が比較的よく指定されているが、低山や丘陵地から平地にかけて広がる里
地里山や干潟等の沿岸域の生息・生育域にはあまり配置していない。

公園合計に対する植生別の指定状況 全国の植生別の状況
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出典：環境省『第5回自然環境保全基礎調査「植生調査」（1999）』データより作成
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７．環境対策全般

① 公害防止計画策定地域図（現行計画）

平成15年10月末現在、新たに策定された5地域を含め、全国で33地域が策定して
いる。

出典：環境省
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② 典型７公害の種類別苦情件数の推移

（昭和41年度～平成15年度）

平成15年度において、典型７公害の苦情件数では大気汚染が最も多く、２年度連続
して減少したが、全体の約４割を占める。また、他の６公害は増加している。

出典：公害等調整委員会『平成15年度公害苦情調査結果報告書』
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